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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年4月24日(2014.4.24)

【公開番号】特開2013-158495(P2013-158495A)
【公開日】平成25年8月19日(2013.8.19)
【年通号数】公開・登録公報2013-044
【出願番号】特願2012-23358(P2012-23358)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｄ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１６Ｄ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１６Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月28日(2014.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者による開始操作が行われることに基づいて複数列の図柄を変動させる遊技が図柄
表示装置で開始され、前記図柄表示装置に表示結果が導出されることにより１回の遊技が
終了し、前記図柄表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされる遊技機において、
　遊技状態を制御する手段であって、通常遊技状態において第１の移行条件が成立したと
きに第１有利遊技状態に制御し、前記第１有利遊技状態において第２の移行条件が成立し
たときに前記第１有利遊技状態よりも遊技者にとって有利な第２有利遊技状態に制御し、
前記第２有利遊技状態において所定回数の遊技を行うことにより前記第１有利遊技状態に
制御し、特別移行条件が成立したときに特別遊技状態に制御する遊技状態制御手段と、
　前記第１有利遊技状態と前記第２有利遊技状態で遊技者にとって有利となる有利情報を
報知するための制御を行う報知制御手段と、
　前記第１有利遊技状態での前記報知制御手段による前記有利情報を報知する報知期間と
して遊技の回数を設定する報知期間設定手段と、を備え、
　前記報知制御手段は、前記第１有利遊技状態における前記有利情報の報知を前記報知期
間に基づく回数の遊技を行うことで終了させるとともに、前記第１有利遊技状態から前記
第２有利遊技状態に移行した場合には前記報知期間の残り遊技回数を保持し、
　前記報知期間設定手段は、前記第２有利遊技状態中において前記特別移行条件の成立を
許容する旨の決定がなされた場合、該第２有利遊技状態の経過遊技回数に基づいた遊技回
数を前記報知期間に加算することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技状態制御手段は、前記第１有利遊技状態において特定入賞の発生を許容する特
定入賞役の決定に基づく前記第２の移行条件が成立したときに前記第２有利遊技状態に制
御し、前記第２の移行条件が成立し得る場合に第１の表示結果が導出されるときに前記第
２有利遊技状態に制御する一方、前記第１有利遊技状態において前記第２の移行条件が成
立し得る場合に第２の表示結果が導出されたときに前記通常遊技状態に制御するようにな
っており、
　前記報知制御手段は、前記報知期間における前記有利情報として前記第２の移行条件が
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成立し得るときに前記第１の表示結果の導出を導く情報を報知する請求項１に記載の遊技
機。
【請求項３】
　前記第１有利遊技状態及び前記第２有利遊技状態は、前記通常遊技状態に比べて再遊技
が付与される確率が高い請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記図柄表示装置とは異なる装置であって前記遊技に係る表示演出を行う表示演出装置
と、
　前記表示演出装置の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、前記第２有利遊技状態における表示内容として前記遊技が行われ
ることに伴って更新表示する前記第２有利遊技状態の経過遊技回数と前記遊技が行われる
ことに伴って更新表示する前記報知期間の残り遊技回数とを表示させるとともに、前記第
２有利遊技状態において前記特別移行条件の成立を許容する旨の決定がなされた後も該特
別移行条件の成立までの間、前記第２有利遊技状態の経過遊技回数の更新表示を継続して
行う請求項１～請求項３のうち何れか一項に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の発明は、遊技者による開始操作が行われる
ことに基づいて複数列の図柄を変動させる遊技が図柄表示装置で開始され、前記図柄表示
装置に表示結果が導出されることにより１回の遊技が終了し、前記図柄表示装置の表示結
果に応じて入賞が発生可能とされる遊技機において、遊技状態を制御する手段であって、
通常遊技状態において第１の移行条件が成立したときに第１有利遊技状態に制御し、前記
第１有利遊技状態において第２の移行条件が成立したときに前記第１有利遊技状態よりも
遊技者にとって有利な第２有利遊技状態に制御し、前記第２有利遊技状態において所定回
数の遊技を行うことにより前記第１有利遊技状態に制御し、特別移行条件が成立したとき
に特別遊技状態に制御する遊技状態制御手段と、前記第１有利遊技状態と前記第２有利遊
技状態で遊技者にとって有利となる有利情報を報知するための制御を行う報知制御手段と
、前記第１有利遊技状態での前記報知制御手段による前記有利情報を報知する報知期間と
して遊技の回数を設定する報知期間設定手段と、を備え、前記報知制御手段は、前記第１
有利遊技状態における前記有利情報の報知を前記報知期間に基づく回数の遊技を行うこと
で終了させるとともに、前記第１有利遊技状態から前記第２有利遊技状態に移行した場合
には前記報知期間の残り遊技回数を保持し、前記報知期間設定手段は、前記第２有利遊技
状態中において前記特別移行条件の成立を許容する旨の決定がなされた場合、該第２有利
遊技状態の経過遊技回数に基づいた遊技回数を前記報知期間に加算することを要旨とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の遊技機において、前記遊技状態制御手段は
、前記第１有利遊技状態において特定入賞の発生を許容する特定入賞役の決定に基づく前
記第２の移行条件が成立したときに前記第２有利遊技状態に制御し、前記第２の移行条件
が成立し得る場合に第１の表示結果が導出されるときに前記第２有利遊技状態に制御する
一方、前記第１有利遊技状態において前記第２の移行条件が成立し得る場合に第２の表示
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結果が導出されたときに前記通常遊技状態に制御するようになっており、前記報知制御手
段は、前記報知期間における前記有利情報として前記第２の移行条件が成立し得るときに
前記第１の表示結果の導出を導く情報を報知することを要旨とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の遊技機において、前記第１有
利遊技状態及び前記第２有利遊技状態は、前記通常遊技状態に比べて再遊技が付与される
確率が高いことを要旨とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のうち何れか一項に記載の遊技機におい
て、前記図柄表示装置とは異なる装置であって前記遊技に係る表示演出を行う表示演出装
置と、前記表示演出装置の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、前記表示制御手
段は、前記第２有利遊技状態における表示内容として前記遊技が行われることに伴って更
新表示する前記第２有利遊技状態の経過遊技回数と前記遊技が行われることに伴って更新
表示する前記報知期間の残り遊技回数とを表示させるとともに、前記第２有利遊技状態に
おいて前記特別移行条件の成立を許容する旨の決定がなされた後も該特別移行条件の成立
までの間、前記第２有利遊技状態の経過遊技回数の更新表示を継続して行うことを要旨と
する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３０２】
　（イ）前記遊技状態制御手段は、前記有利遊技状態中において前記特別入賞の発生を許
容する旨の決定がなされた後、前記遊技が行われても前記有利遊技状態の経過遊技回数の
更新を停止する。
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